
　
福
祉
医
療
制
度
は
、
乳
幼
児
、
重
度
心
身

障
が
い
者
、
母
子
・
父
子
家
庭
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
目
的
で
、
健
康
保
険
で
医
療
を
受

け
た
と
き
に
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
費

用
を
公
費
（
県
と
揖
斐
川
町
）
で
負
担
す
る

制
度
で
す
。

　
但
し
、
保
険
外
治
療
や
検
診
、
室
料
、
入

院
時
食
事
療
養
費
に
係
る
標
準
負
担
額
及
び

入
院
時
生
活
療
養
費
に
係
る
生
活
療
養
標
準

負
担
額
は
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

住
民
票
や
戸
籍
の
証
明
書
を
と
る
に
は

次
の
も
の
が
必
要
で
す
！

福
祉
医
療
受
給
者
証
に
つ
い
て

○
岐
阜
県
内
の
医
療
期
間
で
受
診
す
る
場
合

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
と
医
療
保
険
被
保

険
者
証
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
窓
口
で
の
医
療
費
は
無
料
と
な
り
ま
す
。

○
岐
阜
県
外
で
受
診
し
た
場
合

　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証
は
使
え
ま
せ
ん
。

い
っ
た
ん
、
自
己
負
担
分
を
支
払
っ
て
い
た

だ
き
、
後
日
役
場
住
民
課
窓
口
に
申
請
し
て

払
い
戻
し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

～
払
い
戻
し
申
請
に
必
要
な
も
の
～

１
　
福
祉
医
療
費
受
給
者
証

２
　
保
険
証

３
　
医
療
機
関
等
が
発
行
し
た
領
収
書
（
保

　
　
険
点
数
が
記
載
さ
れ
た
も
の
）

４
　
印
鑑

５
　
振
込
口
座
の
わ
か
る
も
の

６
　
高
額
療
養
費
の
対
象
と
な
っ
た
場
合
は

　
　
高
額
療
養
費
支
給
決
定
通
知
書

７
　
付
加
給
付
支
給
決
定
通
知
書
（
付
加
給

　
　
付
が
あ
る
保
険
者
の
み
）

領
収
書
は
な
く
さ
な
い
よ
う
大
切
に
保
管

し
、
速
や
か
に
払
い
戻
し
の
申
請
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

※
福
祉
医
療
制
度
は
申
請
に
よ
る
も
の
で

す
。
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☆
　
新
し
く
小
学
校
へ
入
学
さ
れ
る
お
子
様

の
保
護
者
さ
ま
へ

　
現
在
お
使
い
の
受
給
者
証
の
有
効
期
限

は
、
本
年
３
月
31
日
ま
で
で
す
。
　

　
更
新
の
案
内
通
知
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

新
し
い
受
給
者
証
に
更
新
す
る
手
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
受
給
者
番
号
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
医
療

機
関
へ
か
か
ら
れ
る
際
に
は
調
剤
薬
局
を
含

め
、
必
ず
新
し
い
受
給
者
証
を
ご
提
示
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
各
振
興
事
務
所
　
福
祉
医
療
担
当
課

「
高
齢
受
給
者
証
を
送
付
し
ま
す
！
」

　
70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に
は
３
月
下
旬

に
「
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
」
を
郵

送
し
ま
す
。
４
月
１
日
以
降
に
医
療
機
関
に

か
か
る
と
き
は
、
保
険
証
と
新
し
い
高
齢
受

給
者
証
を
窓
口
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
窓
口
負
担
は
原
則
１
割

　
平
成
20
年
４
月
か
ら
窓
口
負
担
を
２
割
と

す
る
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
22
年

１
月
31
日
ま
で
、
１
割
に
据
え
置
か
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
す
で
に
３
割
負
担
を
い
た
だ
い
て
い
る
世

帯
の
方
（
現
役
並
み
所
得
世
帯
）
は
、
有
効

期
限
が
７
月
末
日
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

そ
の
ま
ま
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　
尚
、
毎
年
、
所
得
に
よ
る
算
定
を
行
い
ま

す
の
で
、
有
効
期
限
は
、
本
年
７
月
末
日
ま

で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
　
職
場
を
退
職
し
ま
し
た
の
で
、
保
険
の

届
出
が
必
要
で
す
か
。

Ａ
　
会
社
に
在
職
中
は
、
多
く
の
方
が
給
料

か
ら
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。
退
職

す
る
と
、
引
き
続
き
会
社
の
保
険
を
継
続

す
る
か
（
任
意
継
続
制
度
）
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
か
選
択
い
た
だ
き
、
国
民

健
康
保
険
に
ご
加
入
の
場
合
は
、
役
場
へ

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
保
に
ご
加
入
の
場
合
の
保
険
料
は
、
所

得
に
よ
り
、
保
険
料
を
計
算
し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
国
保
に
加
入
す
る
と
き
（
必
要
な
も
の
）

①
職
場
の
健
康
保
険
を
喪
失
し
た
こ
と
が
わ

か
る
書
類

（
資
格
喪
失
連
絡
票
、
離
職
証
明
書
等
）

②
印
鑑

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１
　

　
住
民
票
の
写
し
・
戸
籍
証
明
書
が
他
人
に

不
正
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
窓

口
で
の
本
人
確
認
を
次
の
よ
う
に
行
っ
て
い

ま
す
。

①
　
住
民
票
の
写
し

　
自
分
又
は
自
分
と
同
じ
世
帯
の
方
の
住
民

票
の
写
し
を
請
求
す
る
場
合
は
、
窓
口
で
、

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
写
真
付

き
の
本
人
確
認
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ

い
。

　
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
健
康
保
険
証
や
介

護
保
険
証
、
年
金
手
帳
な
ど
の
２
点
を
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

福
祉
医
療
制
度
を
ご
存
知
で
す
か
？

国
民
健
康
保
険
の
お
知
ら
せ

・小学校就学前の子ども

・小学生・中学生

・配偶者のいない女子で１８歳未満   

の児童を養育している母とその児童

・父母のいない１８歳未満の児童

・配偶者のいない男子で１８歳未満

の児童を養育している父とその児童

下記のいずれかをお持ちの方

・障害者手帳１～３級

・療育手帳Ａ１、Ａ２、Ｂ１

・戦傷病者手帳と障害者手帳４級

・精神障害者保健福祉手帳１～２級

誕生日から小学校就学前まで

小学校入学から中学校卒業まで

事実発生の翌日から、当該初日以降

の最初に到来する９月３０日まで

但し、児童が満１８歳に達する年度

は３月３１日まで

事実発生の翌日から、当該初日以降

の最初に到来する９月３０日まで

但し、児童が満１８歳に達する年度

は３月３１日まで

障害者手帳、療育手帳または精神障

害者保健福祉手帳交付日の属する

月の初日から、当該初日以降最初に

到来する９月３０日まで

乳幼児

区　分 対　象　者 有　効　期　限

児童・生徒

母子家庭等

父子家庭等

重度心身障がい者

福祉医療費助成対象者と有効期間
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ま
た
は
、
お
近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
で

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

　http://w
w
w
.sia
.g
o.jp/se

id
o/ky

ote
i/

　
大
垣
社
会
保
険
事
務
所

　
℡
０
５
８
４
‐
７
８
‐
５
１
６
６

児
童
扶
養
手
当

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
、
父
親
と
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
な
い

母
子
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
助

け
、
お
子
さ
ん
の
心
身
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

◎
受
給
資
格
者

　
次
の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
18
歳
未
満
の
児

童
を
監
護
し
て
い
る
母
や
、
母
に
代
わ
っ
て

そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
が
手
当
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
父
母
が
離
婚
し
た
後
、
父
と
生
計
を
同
じ

く
し
て
い
な
い
児
童

②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
（
年
金
の
障
害
等
１
級

程
度
）
に
あ
る
児
童

④
父
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
父
か
ら
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
年
以
上
拘

禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑦
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
対
象
児
童
が
里
親
に
委
託
さ
れ
た
り
、
児

童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
と
き
。

・
公
的
年
金
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

②
　
戸
籍
証
明
書

　
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て
い
る
方
、
又
は
そ
の

配
偶
者
、
直
系
の
親
族
の
方
が
戸
籍
の
証
明

書
を
請
求
す
る
場
合
は
、
窓
口
で
、
①
と
同

様
の
書
類
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

　
①
と
②
の
証
明
書
の
請
求
の
際
に
、
右
記

以
外
の
方
（
代
理
人
）
が
証
明
書
を
請
求
す

る
場
合
は
、
委
任
状
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

代
理
人
の
方
が
本
人
確
認
書
類
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
住
民
課
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
住
民
課

　
℡
２
２
‐
２
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

○
今
年
１
月
１

日
か
ら
、『
社
会

保
障
に
関
す
る

日
本
国
と
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
と

の
間
の
協
定
』
に

よ
り
、
日
本
と

オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
の
年
金
制
度

の
加
入
期
間
が

通
算
さ
れ
ま
す
。

【
日
本
の
年
金
制

度
と
通
算
を
行

う
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
年
金
制

度
】

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

の
制
度
に
つ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

居
住
し
た
こ
と
が
あ
る
方
へ

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
年
金
は
税
を
財
源
と

す
る
社
会
保
障
制
度
（
Ａ
Ｐ
）
と
、
保
険
料

を
財
源
と
す
る
退
職
年
金
保
障
制
度
（
Ｓ
Ｇ
）

が
あ
り
ま
す
が
、
通
算
を
行
う
制
度
は
社
会

保
障
制
度
（
Ａ
Ｐ
）
で
す
。
ま
た
、
通
算
を

行
う
給
付
は
老
齢
給
付
の
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

【
日
本
期
間
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
老
齢
年
金

受
給
資
格
期
間
へ
の
通
算
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
老
齢
年
金
で
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
で
の
一
定
の
居
住
期

間
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
市
民
権
ま
た
は

p
e
rm

a
n
e
n
t v

isa

保
有
者
の
居
住
期
間
。

以
下
同
じ
）
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
居
住
期
間
を
満
た
さ

な
い
場
合
に
は
、
重
複
し
な
い
日
本
の
年
金

加
入
期
間
を
通
算
し
て
居
住
期
間
を
満
た
せ

ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
老
齢
年
金
の
受
給
資

格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
協
定
に
基
づ
く
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
老
齢

年
金
の
計
算
の
特
例
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
老
齢
年
金
の
支
給
額
に

お
い
て
は
、
所
得
・
資
産
に
応
じ
て
年
金
額

が
決
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
協

定
の
規
定
に
基
づ
き
、
日
本
か
ら
支
給
さ
れ

る
年
金
額
は
、
一
部
分
の
み
が
所
得
・
資
産

と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
居
住
期
間
の
日
本
老
齢

年
金
受
給
資
格
期
間
へ
の
通
算
】

　
日
本
の
年
金
受
給
権
を
満
た
す
た
め
に
、

被
用
者
ま
た
は
自
営
業
者
と
し
て
就
労
し
て

い
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
居
住
期
間
を
通
算
し

て
受
給
資
格
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
詳
し
く
は
社
会
保
険
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

る
と
き
。（
老
齢
福
祉
年
金
を
除
く
）

・
手
当
を
受
け
よ
う
と
す
る
母
が
、
事
実
上

婚
姻
状
態
に
あ
る
夫
が
い
る
と
き
。

※
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
（
例
え
ば
離

婚
し
て
か
ら
）
５
年
以
上
経
過
す
る
と
請
求

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

　
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
日
本
国
内
に

住
所
が
あ
り
、
精
神
（
知
的
障
害
を
含
む
）

ま
た
は
身
体
に
中
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母
な

ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
場
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
児
童
の
住
所
が
日
本
国
内
に
な
い
と
き
。

②
児
童
が
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を

受
け
て
い
る
と
き
。

③
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
な
ど
に
入
所
し
て

い
る
と
き
。（
通
園
、
通
所
、
母
子
入
園
を

除
く
）

　
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
の

ど
ち
ら
の
制
度
も
、
所
得
制
限
に
よ
り
手
当

が
支
給
停
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各

振
興
事
務
所
住
民
福
祉
（
地
域
振
興
）
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈日本〉

※通算を行なった場合でも、それぞれの制度から年金が支給されます。

期間通算

〈オーストラリア〉

被用者年金制度 退職年金保証制度（SG）

国民年金制度 社会保障制度（AP）
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麻
し
ん
及
び
風
し
ん
混
合
予
防
接
種
の
対

象
者
は

　
１
期
　
生
後
１
歳
以
上
２
歳
未
満
児

　
２
期
　
就
学
前
１
年
間
に
あ
る
児

　
３
期
　
中
学
１
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　
４
期
　
高
校
３
年
生
に
相
当
す
る
年
齢

　
ま
だ
、
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

体
調
の
良
い
と
き
に
、
町
内
の
医
療
機
関
へ

予
約
し
て
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
受
診
の
際
は
、
予
診
票
と
母
子
健
康
手
帳

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
予
診
票
が
な
い

方
は
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
保
健
セ
ン
タ
ー

　
℡
２
３
‐
１
５
１
１

　
現
在
県
が
少
子
化
対
策

の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん

で
い
る
「
子
育
て
家
庭

応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業

（
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
）」
が
、

平
成
年
年
４
月
１
日
以
降

も
カ
ー
ド
を
更
新
し
て
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
愛
知
県

や
三
重
県
で
も
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
が
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
っ
て
な
に
？

　
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
に
参
加
い
た
だ
い
て

い
る
店
舗
で
「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
を
見
せ

る
と
、
買
い
物
の
割
引
や
ス
タ
ン
プ
ポ
イ
ン

ト
の
加
算
な
ど
の
特
典
や
応
援
が
受
け
ら
れ

る
仕
組
み
で
す
。（
※
内
容
は
参
加
店
舗
の

善
意
に
よ
る
も
の
で
、
参
加
店
舗
ご
と
で
異

な
り
ま
す
。
ご
利
用
前
に
必
ず
参
加
店
舗
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

○
カ
ー
ド
の
配
布
対
象
者

・
県
内
に
在
住
す
る
18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん

が
い
る
世
帯
（
※
カ
ー
ド
は
子
ど
も
１
人

に
１
枚
配
布
）

・
妊
娠
中
の
方
が
い
る
世
帯
（
※
母
子
手
帳

を
交
付
時
に
配
布
）

（
※
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
る
者
は
、
配
布
対

象
者
の
世
帯
構
成
員
で
す
。）

○
カ
ー
ド
の
有
効
期
限

　
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
た
は
、
対
象
と
な

る
世
帯
の
一
番
年
下
の
子
ど
も
が
満
18
歳
に

達
し
て
最
初
に
迎
え
る
３
月
31
日
の
い
ず
れ

か
早
い
日

○
カ
ー
ド
の
配
布
方
法

・
幼
稚
園
、
保
育
所
、
小
・
中
・
高
校
（
※

高
２
ま
で
）
な
ど
を
通
し
て
配
布
（
平
成

20
年
度
の
み
）

・
未
就
学
児
の
場
合
は
、
出
生
届
時
や
母
子

健
診
時
な
ど
の
機
会
に
配
布
す
る
予
定
で

す
が
、
す
ぐ
に
利
用
さ
れ
た
い
場
合
に
は

役
場
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
振
興
事
務

所
住
民
福
祉
（
地
域
振
興
）
課
に
て
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
※
手
続
き
の
際
に
は
、
対
象
者
で
あ
る
こ

と
を
証
明
す
る
保
険
証
な
ど
の
提
示
が
必
要

に
な
り
ま
す
。）

【
お
問
い
合
せ
先
】　
役
場
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
各
振
興
事
務
所
住
民
福
祉
（
地
域
振

興
）
課

　
℡
２
２-
２
１
１
１
（
内
２
４
１
）

　
町
で
は
、
小
中
学
校
に
通
う
お
子
さ
ん
の

就
学
に
必
要
な
費
用
に
つ
い
て
、
援
助
を
希

望
す
る
保
護
者
の
方
に
、
学
校
給
食
費
や
学

用
品
な
ど
の
一
部
を
支
援
す
る
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。

■
対
象
　
前
年
度
ま
た
は
今
年
度
に
お
い
て

　
次
の
各
項
に
該
当
し
、
教
育
委
員
会
が
総

合
的
に
判
断
し
た
方

①
町
民
税
が
非
課
税
と
な
っ
た
世
帯

②
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け
た
世
帯

③
保
護
者
の
就
労
が
不
安
定
で
、
生
活
状
態

が
極
め
て
悪
い
と
認
め
ら
れ
る
世
帯
等

■
申
し
込
み
　
子
ど
も
の
通
う
小
中
学
校
へ

【
お
問
い
合
せ
先
】
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

℡
２
３-

０
１
１
５
　

　
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お

り
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

◎
留
守
家
庭
児
童
教
室
指
導
員

■
募
集
人
員
　
若
干
名

■
応
募
資
格
　
児
童
の
育
成
指
導
に
熱
意
を

　
有
し
、
知
識
ま
た
は
経
験
を
有
す
る
者

■
試
験
　
面
接
試
験
を
実
施

■
採
用
　
平
成
21
年
４
月
１
日
か
ら

■
雇
用
期
間
　
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で

■
給
与
　
日
日
雇
用
職
員
の
雇
用
条
件
に
よ

　
る

■
勤
務
時
間
　
月
～
金
曜
日
（
土
・
日
・
祝

日
、　
年
末
年
始
を
除
く
）
15
時
～
18
時
ま

で
た
だ
し
、
小
学
校
の
授
業
時
間
変
更
等

に
よ
る
変
更
有
り
。

　
夏
休
み
な
ど
長
期
休
暇
期
間
は
、
８
時
30

分
～
18
時
ま
で

■
応
募
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
用
紙
）
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
３
月
16
日
（
月
）

ま
で
に
揖
斐
川
町
教
育
委
員
会
学
校
教
育

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

℡
２
３-

０
１
１
５

「
ぎ
ふ
っ
こ
カ
ー
ド
」
の

更
新
に
つ
い
て

小
・
中
学
校
の

就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

麻
し
ん
及
び
風
し
ん
混
合

予
防
接
種
は
接
種
さ
れ
ま
し
た
か
？

臨
時
職
員
の
募
集

農業集落排水処理施設と
個別排水処理施設の使用料が変わります！

平成２１年４月使用分から合併協議調整によ
り、使用料金が次のように改定されます。

一般世帯
　基本料金　4,000 円／月
　加算料金　400 円／ 1 人 ( 月 )
※　一般世帯以外についても排水人口に応じ、
　料金が改定されます。

【お問い合せ先】下水道課　℡ 22-2111

21
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揖
斐
郡
消
防
本
部
で
は
、
今
年
の
４
月
１

日
か
ら
、
Ｐ
Ａ
連
携
を
開
始
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
救
命
率
の
向
上
を
図
る

た
め
、
心
肺
機
能
停
止
状
態
（
Ｃ
Ｐ
Ａ
）
の

傷
病
者
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
、
救
急
隊
へ

の
支
援
が
必
要
と
判
断
し
た
場
合
に
は
消
防

車
も
出
動
し
ま
す
。

　「
救
急
車
を
呼
ん
だ
の
に
、
消
防
車
ま
で

来
た
！
」
と
び
っ
く
り
さ
れ
る
場
合
も
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
救
急
隊
と
消
防
隊
が
連

携
し
て
救
命
処
置
な
ど
を
行
い
ま
す
。

◎
Ｐ
Ａ
連
携
と
は

　
消
防
車
（P
u
m

p
e
r

）
の
Ｐ
・
救
急
車

（A
m

b
u
la

n
ce

)
の
Ａ
の
頭
文
字
の
そ
れ
ぞ

れ
を
と
っ
て
「
Ｐ
Ａ
連
携
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。

※
　
消
防
車
も
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
救
急

　
現
場
に
駆
け
付
け
ま
す
。

※
　
病
院
ま
で
の
搬
送
は
、
従
来
ど
お
り
救

　
急
車
で
行
い
ま
す
。

◎
消
防
車
も
出
動
す
る
場
合
は

※
　
傷
病
者
が
心
肺
機
能
停
止
状
態
で
あ
る

　
と
予
想
さ
れ
る
場
合

※
　
階
段
や
通
路
な
ど
が
狭
く
、
傷
病
者
の

　
搬
送
が
難
し
い
場
合

※
　
交
通
量
の
多
い
場
所
で
発
生
し
た
交
通

　
事
故
等
で
、
傷
病
者
や
救
急
隊
員
の
安
全

　
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
場
合

※
　
そ
の
他
通
報
の
内
容
か
ら
救
急
隊
の
活

　
動
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た

　
場
合

　
た
だ
し
、
災
害
等
に
よ
り
、
出
動
で
き
な

い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
新
た
な
取
組
み
に
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
郡
消
防
組
合

　
℡
３
２
‐
０
１
１
９

　
実
際
に
そ
の
市
町
を
訪
ね
て
、
そ
の
市
町

な
ら
で
は
の
内
容
を
学
ぶ
西
美
濃
生
涯
学
習

連
携
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
実
習
や
現
地
見
学
が
で
き
る
体
験
型
の
内

容
が
多
く
企
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
住
宅
火
災
に
よ
り
５
年
連
続
し
て
全
国
で

千
人
を
超
え
る
方
々
が
亡
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
こ
そ
が
住
宅

火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
「
切
り
札
」
と

考
え
ま
す
。

　
お
年
寄
り
や
子
供
た
ち
を
は
じ
め
、
一
人

ひ
と
り
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
を

実
現
す
る
た
め
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

普
及
を
図
る
取
組
み
を
強
力
に
推
進
し
て
い

ま
す
。

　
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
る
住
宅
と
部
屋

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

１
　
ど
の
よ
う
な
住
宅
に
設
置
す
る
の
か
。

・
あ
な
た
が
お
住
ま
い
の
住
宅

・
寄
宿
舎

・
共
同
住
宅

２
　
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

・
就
寝
の
用
に
供
す
る
居
室
（
寝
室
、
子
供

　
部
屋
等
）

・
階
段
室

３
　
い
つ
ま
で
に
設
置
が
必
要
か
。

・
平
成
23
年
５
月
31
日

※
　
住
宅
用
火
災
警
報
器
と
消
火
器
の
訪
問

販
売
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
消

防
職
員
に
よ
る
訪
問
販
売
は
し
て
お
り
ま

せ
ん
）

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
郡
消
防
本
部
予
防
課

　
℡
３
２-

０
１
１
９

受
講
生
募
集
！

「
ふ
る
さ
と
西
美
濃
再
発
見
！
」

～
平
成
21
年
度　

西
美
濃
生
涯
学
習
連
携
講
座
～

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
に
つ
い
て

「
尊
い
命
を
救
う
た
め
に
」

Ｐ
Ａ
連
携
を
実
施
し
ま
す
！

■
受
講
で
き
る
人
　
西
濃
地
区
在
住
ま
た
は

　
在
勤
の
人

■
受
講
料
　
３
０
０
０
円

■
申
し
込
み
方
法
　
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
受
講
料
を
添
え
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■
締
め
切
り
　
４
月
10
日
（
金
）

■
申
し
込
み
先
　
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
申
込
書
は
中
央
公
民
館
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

　
個
人
情
報
は
、
受
講
者
名
簿
、
緊
急
連
絡

　
の
み
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

　
℡
２
２-

１
１
２
０

　
54
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
る
谷
汲
山
御
本
尊
御

開
帳
の
期
間
中
、
谷
汲
門
前
ま
つ
り
実
行
委

員
会
に
よ
る
「
谷
汲
門
前
ま
つ
り
」（
大
特

産
市
・
郷
土
芸
能
祭
）
が
町
営
谷
汲
門
前
駐

車
場
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
期
間
内
に
は
谷
汲

盆
梅
展
・
山
下
清
原
画
展
等
も
開
催
さ
れ
ま

す
の
で
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

■
大
特
産
市

　
３
月
１
日
（
日
）
～
14
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
時
～
16
時

■
郷
土
芸
能
祭

　
３
月
１
日
（
日
）・
７
日
（
土
）・
８
日
（
日
）・

　
14
日
（
土
）　
10
時
～
14
時
30
分
　

■
場
所
　
町
営
谷
汲
門
前
駐
車
場

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
観
光
プ
ラ
ザ

　
℡
５
５-

２
０
２
０

「
谷
汲
門
前
ま
つ
り
」
開
催
！

11 10 9 8 7 6 5

海
津
町

安
八
町

輪
之
内
町

大
野
町

関
ヶ
原
町

神
戸
町

 

大
垣
市

地
域
に
お
け
る
大
垣
女
子
短
期
大
学

の
役
割

体
験
し
よ
う
！
西
美
濃
の
野
菜

 in 

神
戸　

〜
地
産
地
消
〜

親
鸞
聖
人　

ゆ
か
り
の
寺　

聖
蓮
寺

森
林
空
間
周
辺
の
歴
史
散
歩

輪
之
内
の
特
産
品
（
け
ん
が
い
菊
）

を
知
る

歴
史
の
道　

鎌
倉
街
道
と
美
濃
路

幕
末
の
高
須
藩

月

会

場

講
座
の
テ
ー
マ
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伊
吹
百
草
ブ
ラ
ン
ド
化
推
進
協
議
会
で

は
、
岐
阜
薬
科
大
学
飯
沼
教
授
に
よ
る
「
健

康
食
材
に
つ
い
て
」
の
講
演
会
お
よ
び
地
域

の
生
産
者
と
食
品
加
工
業
者
の
協
力
に
よ
る

新
た
な
「
よ
も
ぎ
商
品
」
の
発
表
会
を
開
催

し
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
23
日
（
月
）

　
13
時
30
分
～
16
時

■
場
所
　
揖
斐
川
町
役
場
　
３
階
　
集
会
室

■
定
員
　
30
人
程
度

■
申
込
方
法
　
電
話
に
て
直
接
「
揖
斐
川
町

農
林
振
興
課
」
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
農
林
振
興
課

　
℡
２
２-

２
１
１
１
（
内
３
４
１
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
21

年
度
会
員
を
募
集
し
ま
す
。
揖
斐
川
町
民
で

60
歳
以
上
の
働
く
意
欲
の
あ
る
方
、
当
人
材

セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛
同
さ
れ
る
方
が
対
象

で
、
会
費(

年
間
２
千
円)

が
必
要
で
す
。

自
身
の
経
験
を
活
か
し
、
生
き
が
い
の
あ
る

生
活･

高
齢
者
が
元
気
で
頑
張
っ
て
い
る
ま

ち
づ
く
り
に
あ
な
た
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
現
在
の
会
員
の
方
も
更
新
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
会
員
登
録
会
の

日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
登
録
会
の
内
容

１
　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
は(

研
修)

２
　
安
全
就
業
の
た
め
に(

研
修)

３
　
登
録
項
目
の
確
認(

面
談)

■
予
定
時
間
　
２
時
間
30
分
程
度

　
受
付
は
、
30
分
前
か
ら
開
始
し
ま
す
の
で
、

時
間
ま
で
に
受
付
を
終
了
し
て
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

　(

社)

揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
℡
２
３-

０
９
０
７

　
軽
自
動
車
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在
で
原
動
機
付
自

転
車
・
軽
自
動
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
・
二

輪
の
小
型
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
方
で

す
。

　
軽
自
動
車
な
ど
を
譲
っ
た
り
廃
車
し
た
り

し
た
と
き
は
、
お
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
平
成
年
年
４
月
２
日
以
降
に
廃
車

な
ど
の
手
続
き
が
あ
っ
た
も
の
に
つ
い
て

も
、
平
成
年
年
度
の
軽
自
動
車
税
は
課
税
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
次
の
手
続
き
先
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】
揖
斐
川
町
役
場
税
務
課

　
℡
２
２
‐
２
１
１
１

（
社
）
揖
斐
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

平
成
21
年
度
会
員
募
集
！

原
動
機
付
自
転
車
、
軽
自
動
車
な
ど
の

異
動
手
続
き
に
つ
い
て

「
伊
吹
百
草
」
講
演
会
開
催
！

21

21
原動機付自転車
小型特殊自動車

揖斐川町役場税務課
および各振興事務所

二輪車
（125ccを超えるもの）

中部運輸局
岐阜運輸支局
（℡ 050-5540-2053）
飛騨自動車検査
登録事務所
（℡ 0577-36-1221）

軽自動車
（三輪・四輪）

岐阜県軽自動車協会
（℡ 058-279-1561）
軽自動車検査協会
岐阜事務所
（℡ 058-279-1134）

車　　種 手続きをするところ

【手続き先】

揖斐･大和

北方･清水

小島･𦙾永

坂内川上

坂内広瀬・坂本

久瀬日坂・樫原・東西津汲

久瀬公正・小津

藤橋

春日六合・美束

春日中央

谷汲岐礼・長瀬・高科

神原･名礼･深坂･大洞･徳積

全地区

3月 10 日 ( 火 ) 9 時 30 分

　　11 日 ( 水 ) 9 時 30 分

　　12 日 ( 木 ) 9 時 30 分

　　16 日 ( 月 ) 9 時 30 分

　　16 日 ( 月 )13 時 30 分

　　17 日 ( 火 ) 9 時

　　18 日 ( 水 ) 9 時

　　18 日 ( 水 )13 時 30 分

　　19 日 ( 木 ) 9 時 30 分

　　19 日 ( 木 )13 時 30 分

　　25 日 ( 水 ) 9 時 30 分

　　26 日 ( 木 ) 9 時 30 分

　　28 日 ( 土 ) 9 時 30 分

福祉総合支援センター

(2 階第１会議室 )

坂内振興事務所

久瀬振興事務所

藤橋公民館

春日基幹

集落センター

谷汲文化会館

福祉総合支援センター

対象地区 日　　時 場　　所

会員登録会の日程

自　衛　官　等　募　集　の　お　知　ら　せ

中部方面管内（東海・

北陸・近畿・中国・四国）

約 520 名

中部方面管内（東海・北陸・

近畿・中国・四国）

約 60名

18歳以上で、保
有する技能に応じ
て 53～ 55歳未
満

18歳以上 34歳
未満の者

1月 5日～
4月 13日

4月
18・19・20 日
の 1日

教育訓練招集手当
日額 7,900 円
教育訓練
一般
50日 /3 年以内
技能
10日 /2 年以内

一
　
般

技
　
能

予備自衛官補

募集種目 募集予定人員 資格 受付期間 試験期日 待遇・その他

そ　の　他 ※技能とは、医療・語学・車両整備士等の専門技術者の採用です。

※　詳しいお問い合せは、「自衛隊岐阜地方協力本部　大垣地域事務所」まで
℡０５８４-７３-１１５０　　ＵＲＬ：http://www.mod.go.jp/pco/gifu
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映
画
や
ド
ラ
マ
の
ス
ト
ー
リ
ー
が
、
ど
の

よ
う
に
し
て
創
ら
れ
て
い
る
の
か
興
味
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？
皆
さ
ん
が
、
ス
ト
ー
リ
ー
を

創
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ど
ん
な
ス
ト
ー

リ
ー
を
造
り
ま
す
か
？

　
ス
ト
ー
リ
ー
を
創
作
し
て
み
た
い
方
は
、

お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■
開
催
日
時
　
４
月
12
日(

日)

９
時
30
分
～
17
時
30
分

■
場
所
　
揖
斐
公
民
館
（
研
修
室
）

■
対
象
者
　
揖
斐
川
町
内
に
お
住
ま
い
ま
た

　
は
お
勤
め
の
方

■
内
容

　
・
あ
な
た
の
好
き
な
映
画
・
ド
ラ
マ
は
？

　
・
ス
ト
ー
リ
ー
の
創
り
方
入
門

　
・
さ
あ
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
書
い
て
み
ま
し
ょ

　
う
！

■
参
加
費
　
無
料

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
昼
食

■
申
し
込
み
期
限
　
４
月
３
日
（
金
）

【
お
問
い
合
せ
先
】

　
中
部
電
力
㈱
　
西
平
土
木
管
理
所
　

　
℡
５
４-

２
３
０
０

あ
り
が
と
う
！ 

小
宮
神 

100
年
！

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
フ
ィ
ナ
ー
レ

ス
ト
ー
リ
ー
創
作
セ
ミ
ナ
ー

あ
た
た
か
い
善
意

揖
斐
川
町
役
場
へ

　
１
月
28
日
（
水
）、
有
限
会
社
揖
斐
川
清

掃
よ
り
、
図
書
の
購
入
の
た
め
に
寄
付
金
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
12
月
15
日
（
月
）、
養
基
ク
ラ
ブ
野
球
少

年
団
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
と
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

揖
斐
川
尚
和
園
へ

　
揖
斐
川
町
日
赤
奉
仕
団
藤
橋
支
部

　
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

　
林 

　
良
夫
さ
ん
（
北
方
）
野
菜

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
い
び
が
わ
２
月
号
で
次
の
箇
所
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
深
く
お
詫
び
し

次
の
と
お
り
訂
正
い
た
し
ま
す
。

Ｐ
８
（
２
０
０
８
応
援
ポ
ス
タ
ー
優
秀
賞
）

正
　
坂
内
小
　
１
年
　
山や

ま
か
み上

　
海あ

ま

ね音
さ
ん

誤
　
坂
内
小
　
１
年
　
山や

ま
し
た下 

あ
ま
ね 

さ
ん

平成２０年度電源立地地域対策交付金事業が完成しました

▲町道 28 号線舗装修繕工事完成時の写真

　平成２０年度の電源立地地域対策交付金事業で

次の４つの事業が完成しました。

　電源立地地域対策交付金事業は、水力発電などの発電施設が所在する

市町村が住みよいまちづくりの基盤を整備するために行われる事業です。

■町道８号線舗装修繕工事

■町道２８号線舗装修繕工事

■町道久瀬上山線舗装工事

■広瀬地区耐震性貯水槽新設工事

いびがわ　特産品シリーズ　　　　クチナシ（アカネ科）

　クチナシは面白い名前だ、「口無し」ですから、果実が実り完熟しても種子の出口が無いのです。と言っ
ても柿、リンゴ、みかんなどの果実は果皮を除かねば種子が出てこない。口の無いものは数多くあります。
従って特別珍しい形態でも無いのです。ただ萼片が結実しても残っているので独特の形に見えます。ク
チナシの花は香りも佳く、また実った果実も黄橙色で冬の庭を引き立ててくれます。クチナシは温暖な
土地を好みます。
　庭園樹としての役割はありますが、クチナシの黄橙色の果実は薬用、食用、染料など生活と大変結び
ついた植物といえます。果実を乾燥したものを生薬で「山梔子（ｻﾝｼｼ）」と称し取引されています。黄橙
色の色素はクロセチン、クロシンなど、他にゲニピン、ゲニポシドが含まれていて薬効の主体です。で
すから色彩の鮮やかなものが効き目が佳いと言えます。消炎、胆汁分泌促進、止血作用があり、肝炎、
黄疸、血尿などの治療に用います。また色素は安全な天然の着色料としてタクアン、キントン、餅など
の着色に用い、染料としても古来から茜とともに黄色染料（梔子色、黄支子、山吹色）として用いてき
ました。

　　　　　　　　　　　　　　　（岐阜薬科大学名誉教授　水野 瑞夫）
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